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平成２８年１０月１２日に発生した大規模停電に係る緊急要請について 

 

 

 平成２８年１０月１２日（水曜日）１５時３０分頃から練馬区をはじめ都内１１区

において最大約３７万軒（のべ５８万軒）に及ぶ大規模な停電が発生した。この影響

により、首都の中枢機能を担う官公庁においても停電が発生するとともに、一部交通

機関における運休、エレベータ内での閉じ込め、信号機の作動停止など、都民生活に

大きな混乱がもたらされた。 

 東京都は、東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会の開催を４年後に

控え、都民の生活、命、財産がしっかりと守られた「セーフ シティ」の実現に向け

て全力で取り組んでいる。このような中、大規模な停電の発生により、都市機能が麻

痺することで、都民をはじめとする多くの方々の安全・安心を脅かすことは、絶対に

あってはならないことである。 

 このため、貴社及びグループ企業におかれては、大規模停電の再発防止及び万一大

規模停電が発生した場合の対応について、下記の取組を行うよう要請する。 

 

 

記 

 

 

１ 大規模停電の再発防止に向け、今回の停電の原因究明を早急に行うとともに、迅

速な復旧体制を構築すること。 

 

 

２ 送電ケーブル等を格納する施設における警備体制を強化するなど、危機管理体制

に万全を期すこと。 

 

 

３ 停電の状況、復旧見込み等について、停電下においても確実かつきめ細かに、様々

な手段を活用して迅速に情報発信を行うこと。 


